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第
２
部
で
は
生
徒
を
代
表
し

て
岳
井
遥
司
さ
ん
が
「
伝
統
を

受
け
継
ぐ
こ
と
は
、
昔
な
が
ら

の
良
さ
を
認
め
な
が
ら
新
し
い

要
素
を
加
え
る
こ
と
と
思
い
、

70
周
年
は
転
機
に
な
り
ま
す
。

時
間
の
つ
な
が
り
で
は
、
歴
代

の
卒
業
生
の
御
蔭
で
楽
し
い
学

校
生
活
、
体
育
祭
で
盛
り
上
が

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
過
去

の
誰
か
の
努
力
が
未
来
の
誰
か

の
力
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
い

ま
の
が
ん
ば
り
が
、
何
十
年
も

先
の
後
輩
の
役
に
立
つ
な
ら
そ

れ
ほ
ど
う
れ
し
い
こ
と
は
な

い
。
こ
れ
か
ら
も
時
間
が
つ
な

が
る
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
伝

統
と
継
承
に
つ
い
て
述
べ
た
。

体
育
祭
で
活
躍
し
た
３
年
生

応
援
団
が
「
未
来
の
二
中
」
へ

の
エ
ー
ル
を
力
一
杯
贈
り
、
全

国
大
会
出
場
の
吹
奏
楽
部
に
よ

る
記
念
演
奏
が
出
席
者
を
喜
ば

せ
た
。
タ
イ
ト
ル
「
二
中
の
過

去
・
現
在
・
未
来
」
の
70
周
年

記
念
ビ
デ
オ
映
像
に
よ
っ
て
刻

ま
れ
た
歴
史
と
学
校
の
様
子
が

紹
介
さ
れ
、
会
場
全
員
に
よ
る

想
い
を
込
め
た
「
ふ
る
さ
と
」

の
合
唱
が
大
き
く
響
い
た
。

た
が
、
多
く
の
支
援
を
い
た
だ

き
御
礼
し
ま
す
。
明
日
か
ら
は

80
周
年
、
１
０
０
周
年
に
向
け

て
歩
み
出
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
歴
史
を
作
る
の
は
在
籍
す
る

生
徒
で
す
が
『
絆
』
の
言
葉
の

通
り
、
結
束
を
強
固
に
し
て
歴

史
を
刻
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と

挨
拶
。

髙
橋
孝
志
校
長
は
「
円
形
校

舎
が
完
成
し
、
開
校
式
を
行
っ

た
の
が
60
年
前
の
き
ょ
う
の
こ

と
で
し
た
。
一
日
で
も
早
く
立

派
な
環
境
に
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域

の
人
が
協
力
し
、
そ
の
代
表
が

移
植
さ
れ
た
『
椎
の
木
』
で

す
。
学
校
ら
し
い
た
た
ず
ま
い

と
な
る
に
は
さ
ら
に
10
年
が
必

要
で
し
た
。
こ
の
歴
史
か
ら
、

多
く
の
尽
力
と
支
援
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
感
じ
、
生
徒
は
よ

り
よ
い
二
中
を
作
り
上
げ
る
と

い
う
強
い
意
志
を
持
つ
こ
と
だ

と
思
う
。
椎
の
木
は
い
ま
な
お

温
か
く
見
守
り
、
無
言
の
教
え

を
与
え
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
の
『
想
い
』
の
詰
ま
っ
た
二

中
を
い
つ
ま
で
も
大
切
な
『
ふ

る
さ
と
』
と
し
て
、
さ
ら
に
発

展
さ
せ
ま
す
」
と
誓
っ
た
。

中
に
分
離
し
、
29
年
の
市
制
施

行
に
伴
い
、
習
志
野
市
立
第
二

中
学
校
に
改
称
さ
れ
た
。
33
年

に
は
円
形
校
舎
が
完
成
し
、
現

在
地
に
移
転
、
36
年
に
は
体
育

館
が
建
て
ら
れ
た
。

長
い
歴
史
の
中
で
も
、
野
球

部
は
昭
和
58
年
に
全
国
大
会
準

優
勝
、
平
成
16
年
に
全
国
制
覇

を
遂
げ
、
吹
奏
楽
部
は
全
日
本

マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
に
お

い
て
３
年
連
続
で
金
賞
に
輝
い

て
い
る
。
１
万
８
６
３
３
名
が

巣
立
ち
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
鈴
木

大
地
長
官
、
東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス

ワ
ロ
ー
ズ
の
小
川
淳
司
監
督
、

千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
の
福

浦
和
也
選
手
ら
を
輩
出
し
た
。

式
典
で
実
行
委
員
会
の
熊
倉

一
夫
実
行
委
員
長
は
畑
地
を
提

供
し
、
植
樹
し
た
地
域
の
人
た

ち
に
感
謝
を
述
べ
「
実
行
委
員

会
で
は
『
絆
・
希
望

二
中
の

わ
れ
ら
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
記

念
事
業
な
ど
の
準
備
を
し
ま
し

昭
和
22
年
、
千
葉
郡
津
田
沼

町
立
津
田
沼
中
学
校
が
創
立
さ

れ
、
翌
年
に
泉
町
に
移
転
。
さ

ら
に
24
年
に
町
立
の
一
中
と
二

第
二
中
学
校
創
立
70
周
年
記

念
式
典
が
10
月
27
日
、
今
年
２

月
に
落
成
し
た
同
校
体
育
館
を

会
場
に
開
か
れ
た
。

の
下
、
中
村
先
生
は
「
歩
く
時

に
は
樹
木
を
気
に
し
て
下
さ

い
」
と
話
し
た
。

物
の
生
命
力
を
感
じ
た
。
最
終

到
着
地
は
習
志
野
市
役
所
。
大

き
く
枝
を
伸
ば
し
た
タ
ブ
ノ
キ

キ
ン
グ
と
樹
木
が
好
き
と
い
う

男
性
は
「
金
木
犀
の
香
り
に
自

然
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
ま

す
」
と
話
し
て
い
た
。
道
中
で

は
、
塩
害
の
影
響
を
受
け
る
植

物
と
受
け
な
い
植
物
の
違
い
、

隣
の
樹
木
と
せ
め
ぎ
合
い
、
縁

石
を
押
し
の
け
な
が
ら
成
長
す

る
街
路
樹
の
た
く
ま
し
さ
、
三

角
公
園
で
は
制
約
の
な
い
土
地

で
樹
木
が
伸
び
伸
び
と
育
つ
こ

と
を
実
地
で
学
ん
だ
。

森
林
公
園
で
は
修
復
さ
れ
た

フ
ジ
の
ツ
ル
の
見
事
さ
に
感
嘆

の
声
が
上
が
り
、
エ
ノ
キ
、
ケ

ヤ
キ
や
池
の
畔
の
シ
ダ
レ
ヤ
ナ

ギ
を
眺
め
、
水
鳥
公
園
に
向
か

っ
た
。
菊
田
神
社
の
境
内
裏
手

で
は
サ
カ
キ
と
ヒ
サ
カ
キ
の
違

い
が
説
明
さ
れ
、
キ
ノ
コ
の
生

え
た
古
木
の
根
元
か
ら
若
芽
が

出
て
い
る
様
子
に
参
加
者
は
植

が
罹
る
サ
ク
ラ
テ
ン
グ
ス
病
な

ど
伝
染
病
や
中
心
部
が
空
洞
に

な
る
と
生
え
る
ベ
ッ
コ
ウ
タ
ケ

や
コ
フ
キ
タ
ケ
の
存
在
、
十
分

に
根
を
張
れ
な
い
た
め
に
伸
び

切
れ
な
い
樹
木
の
様
子
に
つ
い

て
触
れ
た
。

２
日
目
は
実
り
の
秋
に
ふ
さ

わ
し
く
、
実
の
な
る
木
を
中
心

に
観
察
し
よ
う
と
ス
タ
ー
ト
。

台
風
に
よ
っ
て
倒
れ
た
公
民
館

横
の
サ
ク
ラ
を
木
製
の
小
槌
を

使
っ
て
叩
き
、
空
洞
化
を
音
で

確
か
め
た
後
、
参
加
者
は
歩
を

進
め
た
。
ハ
ミ
ン
グ
ロ
ー
ド
の

歩
道
に
は
プ
ラ
タ
ナ
ス
、
ハ
ナ

ミ
ズ
キ
、
マ
テ
バ
シ
イ
、
カ
ツ

ラ
な
ど
４
０
０
本
以
上
の
樹
木

が
あ
り
、
調
査
さ
れ
た
木
に
は

番
号
が
記
さ
れ
て
い
る
。
通
り

の
垣
根
や
庭
の
木
々
か
ら
は
秋

の
気
配
が
感
じ
ら
れ
、
ウ
ォ
ー

ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
お
り
、
森

林
公
園
に
あ
る
フ
ジ
の
治
療
に

も
携
わ
っ
た
。
習
志
野
市
環
境

審
査
委
員
会
の
委
員
を
務
め
、

環
境
中
へ
の
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
を

抑
制
す
る
た
め
、
樹
木
を
大
切

に
す
る
こ
と
を
勧
め
、
樹
木
が

再
認
識
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。

初
回
の
講
義
で
は
習
志
野
市

の
花
「
ア
ジ
サ
イ
」
、
市
の
木

「
ア
カ
シ
ア
」
、
市
内
に
多
く

の
種
類
が
植
え
ら
れ
た
サ
ク
ラ

や
、
ケ
ヤ
キ
、
ス
ズ
カ
ケ
ノ
キ

な
ど
観
察
予
定
の
40
種
類
以
上

の
樹
木
の
特
徴
な
ど
が
解
説
さ

れ
た
。
市
内
の
名
木
、
県
内
の

巨
木
を
映
像
で
紹
介
し
、
樹
木

大
久
保
公
民
館
地
区
学
習
圏

会
議
「
大
久
保
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
」
主
催
の
ま
ち
づ
く
り
講

座
Ⅱ
「
樹
木
医
と
歩
く
ハ
ミ
ン

グ
ロ
ー
ド
」
が
９
月
26
日
と
10

月
３
日
に
開
か
れ
た
。

樹
木
医
の
中
村
元
英
氏
に
よ

る
樹
木
に
つ
い
て
の
講
義
と
ハ

ミ
ン
グ
ロ
ー
ド
や
森
林
公
園
な

ど
を
巡
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

で
、
参
加
者
は
地
域
に
生
え
る

木
々
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
中
村

先
生
は
平
成
３
年
に
樹
木
医
制

度
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
知
っ
て

樹
木
医
と
な
っ
た
。
「
習
志
野

市
名
木
百
選
」
の
選
定
者
の
一

人
で
あ
り
、
市
内
の
樹
木
の
病

害
防
除
や
危
険
な
老
木
へ
の
ア

♪
」
で
元
気
一
杯
の
踊
り
を
見

せ
、
小
学
生
も
一
緒
に
な
っ
て

楽
し
ん
だ
。
午
後
に
は
人
気
テ

レ
ビ
番
組
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な

ど
を
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
山

車
も
繰
り
出
し
、
歩
行
者
天
国

に
出
店
し
た
地
域
団
体
ほ
か
に

よ
る
模
擬
店
も
繁
盛
し
た
。

「
ロ
ッ
ク
ソ
ー
ラ
ン
節
」
を
披

露
し
た
。
秋
津
幼
稚
園
の
園
児

は
「
ド
レ
ミ
フ
ァ
ナ
ラ
シ
ド

「
秋
津
ま
つ
り
」
が
10
月
６

日
と
７
日
、
秋
津
小
学
校
を
中

心
に
開
か
れ
た
。

恒
例
の
ま
つ
り
も
38
回
目
を

数
え
、
前
夜
祭
、
本
ま
つ
り
と

も
賑
わ
っ
た
。
サ
ブ
テ
ー
マ
は

「
み
ん
な
の
ふ
る
さ
と

み
ん

な
の
秋
津
！
」
と
さ
れ
、
秋
津

ま
つ
り
中
央
実
行
委
員
会
の
山

本
健
司
委
員
長
は
「
成
長
し
た

子
供
た
ち
が
親
元
を
離
れ
て

も
、
秋
津
ま
つ
り
に
は
孫
と
一

緒
に
戻
っ
て
き
て
、
家
族
で
楽

し
ん
で
い
る
光
景
は
和
や
か
で

『
ふ
る
さ
と
秋
津
』
が
根
付
い

て
い
る
と
う
れ
し
く
な
る
」
と

述
べ
た
。

本
ま
つ
り
で
は
秋
津
小
学
校

の
１
・
２
年
生
が
手
作
り
み
こ

し
を
担
ぎ
、
３
・
４
年
生
は

「
秋
津
ば
か
面
踊
り
愛
好
会
」

と
一
緒
に
「
ば
か
面
踊
り
」
で

沿
道
の
観
客
を
喜
ば
せ
、
５
・

６
年
生
は
三
味
線
の
音
に
合
わ

せ
た
「
正
調
ソ
ー
ラ
ン
節
」
と

た
」
と
話
し
た
。

空
手
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
実
施
競
技
に
な
り
、
空
手
道

に
励
む
若
者
た
ち
の
意
欲
は
一

層
高
ま
っ
て
い
る
。
習
志
野
市

空
手
道
連
盟
で
は
、
こ
れ
か
ら

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
ジ
ュ
ニ

ア
選
手
を
育
成
し
よ
う
と
、
講

習
会
を
重
ね
て
い
る
。

せ
、
汗
を
流
し
て
い
た
。
指
導

し
た
千
葉
工
業
大
学
の
空
手
部

部
員
は
「
自
分
で
や
ろ
う
と
い

う
積
極
的
な
と
こ
ろ
が
よ
か
っ

習
志
野
市
体
育
協
会
の
ジ
ュ

ニ
ア
育
成
事
業
「
空
手
道

基

本
・
組
手
講
習
会
」
が
今
夏
も

千
葉
工
業
大
学
・
茜
浜
運
動
施

設
の
武
道
館
で
開
か
れ
た
。

３
回
目
と
な
る
講
習
会
に
は

９
団
体
が
参
加
し
、
幼
児
、
小

学
生
、
中
学
生
、
一
般
の
94
名

が
集
ま
っ
た
。
習
志
野
市
空
手

道
連
盟
の
根
本
功
会
長
を
は
じ

め
、
各
道
場
の
先
生
が
気
合
い

の
入
っ
た
指
導
を
行
い
、
選
手

た
ち
は
突
き
、
蹴
り
の
基
本
、

組
手
の
技
術
向
上
に
努
め
た
。

組
手
稽
古
で
は
、
小
学
生
ら

も
大
学
生
を
相
手
に
、
高
い
位

置
で
の
回
し
蹴
り
を
決
め
る
な

ど
、
普
段
の
鍛
錬
の
成
果
を
見

ル
す
る
「
夢
に
ま
で
み
た
あ
な

た
と
共
に
」
と
「
紅
白
玉
入
れ

競
争
」
の
２
種
目
を
残
し
て
終

了
と
な
っ
た
。

参
加
者
は
「
『
夢
に
ま
で
み

た
あ
な
た
と
共
に
』
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し
た
が
、
中
止
に

な
っ
て
残
念
で
し
た
」
と
話
し

て
い
た
が
、
身
体
を
動
か
し
、

仲
間
を
応
援
し
た
時
間
に
満
足

そ
う
だ
っ
た
。

な
り
、
競
技
は
水
風
船
を
投
げ

て
的
に
当
て
る
「
く
ぐ
っ
て
、

当
て
て
‼
」
ま
で
。
男
女
が
仲

良
く
手
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
ゴ
ー

習
志
野
市
あ
じ
さ
い
ク
ラ
ブ

連
合
会
主
催
の
第
35
回
「
高
齢

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が
10
月
４

日
、
袖
ケ
浦
運
動
公
園
で
開
か

れ
た
。

あ
じ
さ
い
ク
ラ
ブ
連
合
会

は
、
高
齢
者
が
長
寿
社
会
を
い

き
い
き
と
過
ご
せ
る
よ
う
に
様

々
な
行
事
を
催
し
、
ス
ポ
ー
ツ

大
会
は
健
康
づ
く
り
と
と
も
に

仲
間
と
の
親
睦
に
役
立
っ
て
い

る
。
参
加
し
た
各
地
区
の
ク
ラ

ブ
は
白
組
、
赤
組
、
青
組
、
ピ

ン
ク
組
に
わ
か
れ
、
ボ
ー
ル
を

手
渡
す
リ
レ
ー
す
る
「
ボ
ー
ル

送
り
」
や
「
ス
プ
ー
ン
レ
ー

ス
」
な
ど
で
和
や
か
に
競
っ

た
。午

後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
賑
や
か
に
炭
坑
節
な
ど
が
踊

ら
れ
た
が
、
台
風
接
近
の
影
響

も
あ
っ
て
そ
の
後
は
雨
模
様
と

命
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。
体
験

会
は
東
京
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー

で
地
震
体
験
を
行
う
な
ど
し
た

昨
年
の
第
１
回
に
続
く
。
葛
西

臨
海
公
園
で
は
、
湿
地
の
生
態

系
と
重
要
性
を
啓
発
し
、
生
き

物
観
察
会
な
ど
を
行
う
千
葉
ウ

エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ガ
イ
ド
の
協
力

で
、
浅
瀬
に
棲
む
生
き
物
を
観

察
し
、
カ
ニ
や
貝
な
ど
の
特
徴

や
生
態
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
素

足
の
子
供
た
ち
は
、
勢
い
よ
く

水
の
中
に
入
り
、
笑
顔
一
杯
に

海
の
生
き
物
と
触
れ
合
っ
た
。

習
志
野
市
青
少
年
補
導
委
員

連
絡
協
議
会
で
は
、
青
少
年
セ

ン
タ
ー
、
地
域
・
学
校
な
ど
と

協
力
し
な
が
ら
、
安
全
で
安
心

な
社
会
を
築
き
、
子
供
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
見
守
る
活
動

を
し
て
い
る
。

今
夏
に
は
「
生
命
か
ら
見
た

命
の
大
切
さ
」
を
テ
ー
マ
に
、

２
回
目
と
な
る
小
学
生
バ
ス
体

験
学
習
会
を
開
き
、
小
学
生
26

名
が
日
本
科
学
未
来
館
、
葛
西

臨
海
公
園
を
訪
れ
、
海
の
生
き

物
と
の
触
れ
合
い
を
通
じ
て
、

樹
木
医
と
歩
き
木
を
知
る

大
久
保
公
民
館
ま
ち
づ
く
り
講
座

森林公園のフジについて説明する中村先生。藤崎のシンボ
ルともいえるフジの木は、腐朽部を切削し、殺菌癒合剤を
塗布するなどの治療が施こされ太いツルを保っている

「ふるさと」の全体合唱

子
供
み
こ
し
元
気
に
担
ぐ

ふ
る
さ
と
テ
ー
マ
に

秋
津
ま
つ
り

健
康
づ
く
り

仲
間
と
親
睦

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

命の大切さテーマに体験会

青少年補導委員連絡協議会

葛西臨海公園で生き物と触れ合った小学生たち

フラフープをくぐり、水風船を拾って的に当てる

「くぐって、当てて‼」

基
本
講
習
に
約

人
参
加

空
手
ジ
ュ
ニ
ア
育
成

組手の稽古

元気に子どもみこしを担ぐ秋津小学校の児童

｢
絆･
希
望

二
中
の
わ
れ
ら｣

掲
げ

第
二
中
学
校
創
立

周
年
式
典

な ら し の 朝 日(３) 平成３０年１１月２０日(火曜日) 第９００号


